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日
増
し
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま

す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

退
教
互
は
、
皆
様
の
お
力
添
え

に
よ
り
、
現
職
会
員
・
退
職
会
員
を
合
わ
せ
、
六
万
三
千
名

を
超
え
る
全
国
で
も
有
数
の
組
織
と
し
て
発
展
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
中
心
的
事
業
で
あ
る
医
療

補
助
金
給
付
を
は
じ
め
、
皆
様
の
退
職
後
の
生
活
の
お
役
に

立
つ
活
動
を
推
進
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
八
月
七
日
に
人
事
院
勧
告
が
行
わ
れ
、

月
例
給
に
お
い
て
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
そ
の
他

の
職
員
も
昨
年
を
上
回
る
全
俸
給
表
の
引
き
上
げ
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
一
時
金
に
お
い
て
も
、
年
間
〇
・
〇
五
月
分
の

引
き
上
げ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
緊
迫
す
る

国
際
情
勢
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
や
新
た
な
関

税
の
追
加
等
の
影
響
も
あ
っ
て
、
物
価
高
騰
の
流
れ
は
落
ち

着
く
気
配
は
な
く
、
先
行
き
不
透
明
な
現
在
の
状
況
に
不
安

を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
退
教
互
事
業
の
果
た
す

役
割
は
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
皆
様
の
「
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
」
の
た
め
、
退
職
後
の
福
祉
を
増
進
す
る
と
と
も
に
、
退

職
後
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
展
開
を
め

ざ
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

専
務
理
事　

松
田
祐
平
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サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
国
際
大
会
を
は
じ
め
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
。
豊
田
市
の

シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
す
が
、
周
辺
は
田
園
風
景
が
広
が
り
、

四
季
に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。秋
の
風
物
詩
「
籾

殻
焼
き
」
と
ス
タ
ジ
ア
ム
の
様
子
で
す
。
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現
職
中
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
自
己
負
担

分
と
し
て
支
払
っ
た
医
療
費
の
多
く
を
、
掛
金

を
納
め
て
い
る
「
公
立
学
校
共
済
組
合
」と
「
愛

知
県
教
職
員
互
助
会
」
か
ら
補
助
し
て
も
ら
え

ま
す
。
し
か
し
、
退
職
す
る
と
、
そ
う
し
た
補

助
は
な
く
な
り
、
医
療
費
の
出
費
を
実
感
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
退
職
後
も
医
療
費
の
補
助
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
と
、
校
長
会
と
愛
教
組
が
中
心

と
な
り
、
県
教
委
、
愛
知
県
医
師
会
、
愛
知
県

歯
科
医
師
会
等
の
指
導
を
受
け
て
、
昭
和
四
十

四
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、『
愛
知
県
退
職
教

職
員
互
助
会
』
で
す
。

掛
金
は
、
三
十
歳
に
な
る
年
度
か
ら
積
み
立

て
始
め
、退
職
前
に
完
納
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

退﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

職
後
の
支
出
は
一
切
な
く
、
医
療
補
助
金
給

付
な
ど
の
特
典
を
生﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

涯
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
職
中
に
少
し
ず
つ
退
職
後
に
向
け
て
備

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
退
職
後
に
お
け
る
生
涯

の
安
心
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、
掛
金
は
掛
け
捨
て
で
は
な
く
、
退
職

時
に
退
会
を
選
択
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
そ
れ

ま
で
積
み
立
て
た
掛
金
は
お
返
し
し
ま
す
。

退
教
互
に
は
、「
海
外
研
修
旅
行
」
や
「
文

化
財
め
ぐ
り
」、「
旅
行
割
引
」
な
ど
、
現﹅

﹅

﹅

職
会

員﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

を
対
象
と
し
た
特
典
も
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

退
職
会
員
の
皆
様
へ

現
職
会
員
の
皆
様
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い

ご
確
認
く
だ
さ
い

給
付
は
、
医﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

療
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
れ

ば
、
入
院
だ
け
で
な
く
通
院
、
薬
局
の
薬
代
、

鍼
灸
院
・
接
骨
院
の
療
養
費
、
義
足
な
ど
治
療

に
必
要
な
用
具
代
も
対
象
で
す
。

ま
た
、
給
付
は
、
生
涯
を
通
じ
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

﹇
留
意
点
等
﹈

〇　

給
付
の
対
象
は
、
退
職
会
員
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
医
療
給
付
（
対
象
）
開
始
年
月

日
」
以
降
の
診
療
分
で
す
。

〇　

介﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

護
保
険
は
給
付
の
対
象
外
で
す
。

〇　

医
療
補
助
金
の
請
求
の
有
効
期
間
は
一
年

間
で
す
。
請
求
書
が
事
務
局
に
届
い
た
月
の

一
年
前
の
同
じ
月
の
診
療
分
か
ら
が
給
付
対

象
と
な
り
ま
す
（
例
：
令
和
七
年
十
一
月
中

に
事
務
局
に
到
着
し
た
も
の
は
、
令
和
六
年

十
一
月
以
降
の
診
療
分
が
有
効
と
な
り
ま
す
）。

○　

医
療
機
関
や
薬
局
ご﹅

﹅と
に
「
医
療
補
助
金

請
求
書
」
を
書
い
て
も
ら
い
、
退
教
互
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
医
療

機
関
や
薬
局
か
ら
文
書
作
成
料
を
徴
収
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

・　

医
療
機
関
や
薬
局
に
、
過
去
一
年
間
分

を
ま
と
め
て
、「
医
療
補
助
金
請
求
書
」

を
書
い
て
も
ら
う
と
よ
い
で
す
。

　

・　

同
一
の
薬
局
で
薬
を
処
方
し
て
も
ら
う

よ
う
に
し
て
、「
医
療
補
助
金
請
求
書
」

作
成
の
手
間
や
文
書
作
成
料
を
省
い
て
い

る
会
員
も
み
え
ま
す
。

○　

受
診
月
を
考
慮
し
、
同
じ
月
に
医
療
機
関

に
通
う
よ
う
に
し
て
い
る
会
員
も
み
え
ま

す
。
例
え
ば
、【
表
１
】
の
七
月
は
、
医
療

補
助
金
が
給
付
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
六
月
中
に

医
療
補
助
金
給
付
に
つ
い
て

退
教
互
で
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で

自
己
負
担
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
退
職
会
員
か

ら
の
申
請
に
よ
り
、
月
ご
と
の
合
計
か
ら
三
千

円
を
引
い
た
額
の
六
割
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｔ
さ
ん
が
、
令
和
六
年
六
月
か
ら

の
一
年
間
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
額
が
次
の

【
表
１
】
の
場
合
、
Ｔ
さ
ん
へ
の
給
付
金
は
、

一
万
二
千
九
十
六
円
と
計
算
し
ま
す
（
実
際
に

は
診
療
点
数
を
基
に
し
て
計
算
し
ま
す
の
で
、

前
述
の
金
額
と
若
干
の
誤
差
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）。

歯
科
に
通
っ
て
い
れ
ば
、
給
付
金
に
反
映
さ

れ
ま
す
（
六
月
分
の
給
付
が
千
六
百
三
十
八

円
増
え
ま
す
）。

○　
「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
の
裏
面
に
は
、

領
収
書
（
コ
ピ
ー
可
）
で
の
受
付
と
な
る
病

院
が
記
し
て
あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
、
領
収

書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
そ
の
病
院
で
の
受

診
日
と
支
払
額
、
医
療
点
数
の
分
か
る
領
収

証
明
書
等
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〇　

表
面
の
一
番
下
に
あ
る
「﹅

請﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

求
者
氏
名
」﹅

の﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

欄
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
「
医
療
補
助
金

請﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

求
書
」
が
よ
く
提
出
さ
れ
ま
す
。
提
出
前

に
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○　
「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
は
、
以
下
の
三

つ
の
方
法
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

①　

退
教
互
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
（
裏
面
に
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の
方

に
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
内
容
が
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
必﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

ず
両
面
印
刷
を
し
て

ご﹅

﹅

﹅

使
用
く
だ
さ
い
）。

　

②　

ご
自
身
宛
の
返
送
用
封
筒
に
切
手
（
定

型
封
筒
は
一
一
〇
円
、
定
形
外
封
筒
は

一
八
〇
円
）
を
貼
っ
て
退
教
互
事
務
局
へ

送
り
、
郵
送
し
て
も
ら
う
。

　

③　

直
接
退
教
互
事
務
局
ま
で
取
り
に
行
く

（
事
前
に
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
）。

○　
「
医
療
補
助
金
請
求
書
」
の
様
式
や
裏
面

は
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
旧﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

来
の
様
式
の
請
求
書
も
使
用
で
き

ま﹅

﹅す
（
最
新
の
様
式
を
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
最
新
の
様
式
は
、
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
）。

『
退
教
互
』っ
て
？

マスコットキャラクター
リフォちゃん

【表１　Ｔさんが１年間に支払った医療費】

受診年月
窓口で支払った金額（円）

Ａ病院 Ｂ歯科 Ｃ薬局 合計
令和６年６月 8,640 0 1,560 10,200

７月 0 2,730 0 2,730
令和７年３月 12,960 1,440 1,560 15,960

令和６年６月からの１年間の総額 28,890

・６月分…（10,200－3,000）× 0.6 ＝ 4,320（円）
・７月分…　 2,730－3,000＝－ 270 →      0（円）
・３月分…（15,960－3,000）× 0.6 ＝ 7,776（円）

◎ Tさんへの給付金：4,320 ＋ 7,776 ＝ 12,096（円）
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ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

次
の
場
合
は
、
退
教
互
事
務
局
へ
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
住
所
・
電
話
番
号
の
変
更

◎
登
録
済
み
口
座
の
変
更

◎
会
員
や
受
給
資
格
配
偶
者
の
ご
逝
去

「
退
教
互
だ
よ
り
」
な
ど
の
郵
送
や
必
要
な

連
絡
・
手
続
き
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、現
職
会
員
が
ご
逝
去
さ
れ
た
場
合
は
、

ご
遺
族
に
弔
慰
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

退
職
会
員
・
受
給
資
格
配
偶
者
の
場
合
は
、

ご
遺
族
に
埋
葬
料
が
給
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

生
前
の
医
療
補
助
金
を
請
求
（
過
去
一
年
分
）

で
き
ま
す
。

必
要
な
手
続
き
は
、
ご
家
族
の
方
に
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で

話
題
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【今回対象となる方】

　愛知県内公立小・中・義務教育・特別支援
学校の教諭、養護教諭、栄養教諭、学校事務
職員で、次に該当する方

① 平成８年４月２日～平成９年４月１日に出
生の方

② 令和７年度中の新規採用者で、採用時点で
30歳以上の方（平成８年４月１日以前の出生）

「
全
て
の
世
代
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と
教
職
員
が
教
育

に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
を
求
め
る
陳
情
」

に
つ
き
ま
し
て
、
千
三
百
名
を
超
え
る
方
々
に

署
名
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
日
、
関
係
議
員
に
面
会
し
て
署
名
用
紙
を

手
渡
す
と
と
も
に
、
現
職
会
員
・
退
職
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
願
い
を
国
会
へ

今
年
度
末
に
ご
退
職
の
方
へ

事
業
説
明
会
・
講
演
会
の
開
催

令
和
八
年
度
末
に
退
職
予
定
の
現
職
会
員
の

方
を
対
象
と
し
た
退
教
互
の
事
業
説
明
会
と
、

退
職
後
を
見
据
え
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
、
四
会
場
に
て
開
催
し

ま
す
。
開
催
案
内
は
、
十
二
月
頃
に
各
学
校
に

お
届
け
し
ま
す
。

当
日
は
、
年
度
末
の
手
続
き
や
退
職
後
に
ご

利
用
い
た
だ
く
、
医
療
補
助
金
の
給
付
を
は
じ

め
と
し
た
事
業
の
説
明
を
行
い
ま
す
。
必
ず
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
と
会
場

①　

一
月
十
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

〈
豊
橋
商
工
会
議
所
〉

②　

一
月
十
四
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

〈
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
〉

③　

一
月
十
七
日
（
土
）
午
前
十
時
か
ら

〈
愛
知
県
教
育
会
館
〉

④　

一
月
二
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時
か
ら

〈
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〉

※
二
時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

内
容

○　

退
教
互
の
事
業
説
明
等

•

退
職
会
員
へ
の
移
行
手
続
き

•

受
給
資
格
配
偶
者
の
申
請

•

医
療
補
助
金
の
請
求
方
法

•

文
化
厚
生
事
業
の
内
容

○　

講
演
会

•

退
職
後
の
有
意
義
な
生
活
づ
く
り

•

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン

昭
和
48
年
度

竹
内　

茅
恵
（
知
多
市
）

昭
和
53
年
度

安
藤　

昌
子
（
豊
田
市
）

昭
和
56
年
度

中
村　

基
子
（
常
滑
市
）

昭
和
57
年
度

柴
垣　

好
子
（
一
宮
市
）

昭
和
59
年
度

伊
東　

泰
憲
（
守
山
区
）

昭
和
59
年
度

後
藤
千
代
子
（
一
宮
市
）

昭
和
59
年
度

近
藤　

幸
子
（
長
久
手
市
）

昭
和
59
年
度

岡
本
美
代
子
（
豊
橋
市
）

昭
和
59
年
度

角
岡
と
し
江
（
刈
谷
市
）

昭
和
60
年
度

白
井
千
恵
子
（
北
区
）

昭
和
60
年
度

松
尾　

金
子
（
瑞
穂
区
）

昭
和
60
年
度

清
水
喜
久
子
（
大
治
町
）

昭
和
61
年
度

秋
山　

良
子
（
西
尾
市
）

昭
和
61
年
度

鈴
木
み
ど
り
（
豊
川
市
）

昭
和
61
年
度

小
川　

智
子
（
一
宮
市
）

昭
和
61
年
度

伊
藤
か
ね
子
（
瑞
穂
区
）

昭
和
61
年
度

山
本　

富
子
（
岡
崎
市
）

昭
和
61
年
度

石
川　

俊
子
（
西
尾
市
）

昭
和
62
年
度

稲
葉　

一
夫
（
半
田
市
）

昭
和
63
年
度

榊
原　

澄
子
（
熱
田
区
）

平
成
元
年
度

宮
本　
　

順
（
東
浦
町
）

平
成
元
年
度

荒
川
ユ
リ
子
（
岡
崎
市
）

平
成
2
年
度

伊
藤　

文
子
（
中
川
区
）

平
成
2
年
度

小
川
弥
栄
子
（
豊
田
市
）

平
成
2
年
度

黒
野　

貞
夫
（
安
城
市
）

平
成
2
年
度

中
野　

弘
子
（
瑞
穂
区
）

平
成
2
年
度

神
谷　

昌
志
（
緑
区
）

平
成
2
年
度

倉
地　

亮
子
（
千
種
区
）

平
成
3
年
度

棚
瀬
勢
都
子
（
天
白
区
）

平
成
3
年
度

杉
本
智
恵
子
（
津
島
市
）

平
成
3
年
度

市
野
久
美
子
（
蟹
江
町
）

平
成
4
年
度

小
坂
井
眞
砂
子（
守
山
区
）

平
成
4
年
度

伊
藤　

道
雄
（
昭
和
区
）

平
成
5
年
度

井
上　

忠
夫
（
緑
区
）

平
成
6
年
度

谷
口
百
合
子
（
北
名
古
屋
市
）

平
成
6
年
度

櫨　
　

歌
子
（
東
海
市
）

平
成
7
年
度

高
橋
タ
ヅ
子
（
岡
崎
市
）

平
成
8
年
度

磯
部　

洋
子
（
南
知
多
町
）

平
成
8
年
度

黒
川　
　

修
（
瑞
穂
区
）

平
成
9
年
度

榊
原　

ま
ち
（
田
原
市
）

平
成
12
年
度

石
神　

葉
子
（
各
務
原
市
）

平
成
12
年
度

伊
藤
美
佐
子
（
中
村
区
）

平
成
12
年
度

乙
部　

兆
子
（
豊
橋
市
）

平
成
13
年
度

松
橋　

一
恵
（
豊
橋
市
）

平
成
14
年
度

長
谷
川　

幸
（
春
日
井
市
）

平
成
16
年
度

菅
原　

康
子
（
半
田
市
）

平
成
18
年
度

永
井　

中
穂
（
清
須
市
）

平
成
19
年
度

吉
野　
　

真
（
千
種
区
）

平
成
19
年
度

中
根　

光
知
（
西
尾
市
）

平
成
21
年
度

阿
知
波
素
子
（
緑
区
）

平
成
21
年
度

松
野
佐
代
子
（
一
宮
市
）

平
成
22
年
度

小
栗　

正
貴
（
岡
崎
市
）

平
成
23
年
度

早
川
か
ず
子
（
豊
田
市
）

平
成
25
年
度

小
島　

正
資
（
一
宮
市
）

平
成
27
年
度

桑
原　

悦
子
（
名
東
区
）

令
和
元
年
度

小
林　

勝
己
（
大
府
市
）

次の方々は、前号の「退教互だより」等の郵便物が転居先不明で返送され、困っています。
友人・知人の方で転居先などをご存知の方がみえましたら、退教互にご連絡をお願いします。（敬称略）

お尋ね
昭和48年度～令和元年度

令
和
八
年
度　

新
会
員
の
募
集

令
和
八
年
度
の
新
会
員
の
募
集
を
行
い
ま

す
。
募
集
期
間
は
、
十
一
月
四
日
（
火
）
か
ら

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
で
す
。
対
象
と
な
る

方
が
今
回
の
加
入
機
会
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
お
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
内
絵
画
：
名
古
屋
・
あ
ず
ま
中  

加
藤
睦
乃
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七
月
十
九
日
（
土
）　

西
三
河

〈
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
〉

七
月
二
十
三
日
（
水
）
東
三
河

〈
豊
橋
商
工
会
議
所
〉

七
月
二
十
六
日
（
土
）
尾
張
・
名
古
屋

〈
ル
ブ
ラ
王
山
〉

七
月
三
十
日
（
水
）　

全
域

〈
愛
知
県
教
育
会
館
〉

今
年
も
計
四
回
、
新
退
職
会
員
連
絡
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
ど
の
会
場
で
も
、
久
し
ぶ
り
に

再
会
し
た
参
加
者
同
士
が
笑
顔
で
近
況
を
語
り

合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
退
教
互
の
事
業
の
概
要
と

と
も
に
、
生
涯
を
通
じ
て
受
け
る
こ
と
の
で
き

る
医
療
補
助
金
の
請
求
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

① 応募内容
● 美しい風景、ほほえましい光景、思い出のひとコマ、かわいいショット、貴重な瞬間など
● ２月１日という発行時期を考慮したもの

② 応募条件
● キャビネ判以上のサイズのカラー写真
● ご本人が撮影した写真で、他のコンテスト等に応募していないもの
（小規模な作品展等で展示した写真については、事務局に電話でお知らせください）

③ 応募方法
● 氏名と連絡先、勤務校（退職会員の方は退職時の勤務校）をお伝えください。
● 写真の他、写真のタイトル、写真の説明等のコメント（100字程度）を添えて、お届けください。
● 写真データ等をメールでお届けいただいても結構です。ただし、容量は８MB以下でお願いします。
● 応募期限：令和７年11月28日（金）
● 届 け 先：退教互事務局　〒460-0007　名古屋市中区新栄一丁目49-10　愛知県教育会館６階
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（メール　afr80960@wind.odn.ne.jp）

その他
● 表紙写真に採用された方には、退教互より記念品をお贈りします。
● 登録商標の無断転用、肖像権や著作権の侵害がないことを確認の上、ご応募ください。この点に関するトラブルについては、
　 本会は一切の責任を負いません。

退教互だより「表紙写真」の募集
～あなたの写真で退教互だよりの表紙を飾りましょう～

★ 選考により採用された写真は、「退教互だより163号」（令和８年２月１日発行予定）の表紙に
掲載します。お手持ちの写真でも結構です。ぜひご応募ください。お待ちしています。

新
退
職
会
員
連
絡
会
に
参
加
し
て

名
古
屋
市　

古
賀
比
呂
志

七
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
た
新
退
職
会
員
連
絡

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
医
療
補
助
金
は
自
分
で
申
請
す
る
ん
だ
よ
」

先
輩
か
ら
の
教
え
に
不
安
を
感
じ
て
の
参
加
で

し
た
が
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

○　

事
務
局
の
方
か
ら
の
説
明
は
分
か
り
や
す

く
、
そ
の
時
に
な
っ
た
ら
何
と
か
や
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
安
心
で
き
た
こ
と
。加
え
て
、

申
請
に
関
す
る
先
輩
方
の
工
夫
を
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
得
し
た
気
分
に
な
っ
た
こ

と
。

○　

人
間
ド
ッ
ク
補
助
や
海
外
研
修
旅
行
、
文

化
財
め
ぐ
り
な
ど
、
文
化
厚
生
事
業
に
つ
い

て
も
詳
し
く
知
り
、
役
立
て
ら
れ
そ
う
な
情

報
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。

○　

久
し
く
会
っ
て
い
な
か
っ
た
仲
間
と
の
再

会
で
会
話
が
弾
み
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
。

今
後
は
、
郵
送
さ
れ
て

く
る
「
会
報
」
に
き
ち
ん

と
目
を
通
し
、
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。
事
務
局
の
方
、
こ

れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
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熱
戦
の
合
間
に
は
、
加
藤
祐
輝
棋
士
に
よ
る

指
導
碁
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
に

は
有
意
義
な
一
日
と
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

囲
碁
と
の
出
会
い

 

名
古
屋
市　

倉
橋 

清
豪

十
五
歳
、
中
学
三
年
生
の
時
に
、
隣
の
座
席

の
子
が
囲
碁
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
五
十
五
年
。
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
、
退
教

互
囲
碁
大
会
も
何
回
参
加
が
で
き
た
の
か
、
数

え
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
着
い
て
、
知
っ
た
顔
を
見
つ
け
る
の

は
、
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
近
況
報
告
あ
り
、

昔
話
あ
り
、
会
場
に
い
な
い
知
り
合
い
の
話
あ

り
、
競
技
前
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

面
識
が
な
い
方
や
、
ほ
と
ん
ど
言
葉
を
交
わ

し
た
こ
と
が
な
い
方
と
も
、
対
局
を
き
っ
か
け

に
会
話
が
で
き
た
り
し
ま
す
。
十
年
来
の
知
己

の
よ
う
に
話
が
盛
り
上
が
っ
た
り
も
し
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
大
会
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

交
流
だ
け
で
な
く
、
囲
碁
そ
の
も
の
の
楽
し

み
も
あ
り
ま
す
。
対
局
中
は
、
な
か
な
か
「
楽

し
む
」
と
い
う
余
裕
は
な
い
の
で
す
が
、
家
に

帰
れ
ば
対
局
を
棋
譜

に
残
し
、
検
討
も
し

ま
す
。
必
ず
新
し
い

発
見
が
あ
る
の
は
楽

し
み
で
も
あ
り
、
囲

碁
の
無
限
の
可
能
性

を
感
じ
ま
す
。

全
国
大
会
で
も
、

出
会
い
を
楽
し
み
、

交
流
を
楽
し
み
、
囲

碁
を
楽
し
ん
で
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
月
六
日
（
水
）、
日
本
棋
院
中
部
総
本
部

に
お
い
て
、
第
三
十
一
回
愛
知
県
教
職
員
囲
碁

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
現
職
会
員
・
退
職
会
員
合
わ
せ

て
二
十
五
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
各
階
級

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
で
の
大
会
で
す

が
、
お
ひ
と
り
二
回

は
対
局
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
敗
者
戦
も

行
い
、
敗
者
戦
で
勝

ち
抜
い
た
方
に
も
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま

し
た
。

八
月
二
十
日
（
水
）
〜
二
十
二
日
（
金
）
に

行
わ
れ
た
第
五
十
四
回
文
化
財
め
ぐ
り
に
、
六

十
一
名
の
方
が
参
加
を
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
の

あ
る
磯
部
温
泉
（
群
馬
県
）
や
越
後
湯
沢
温
泉

（
新
潟
県
）
で
の
宿
泊
と
と
も
に
、
見
ど
こ
ろ

の
多
い
行
程
が
好
評
で
し
た
。
中
身
の
濃
い
、

と
て
も
充
実
し
た
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

〈
主
な
見
学
地
〉

・
満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館

・
世
界
遺
産　

富
岡
製
糸
場

・
高
崎
だ
る
ま
の
ふ
る
さ
と
大
門
屋

・
史
跡　

足
利
学
校

・
谷
川
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

・
渋
沢
栄
一
記
念
館
・
旧
渋
沢
邸

・
小
江
戸
川
越
・
ま
つ
り
会
館

衝
撃
的
だ
っ
た
旅

 

名
古
屋
市　

浮
洲 

京
子

「
富
岡
製
糸
場
」
に
「
渋
沢
栄
一
記
念
館
」、

行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
が
満
載
の
旅
で
し
た
。

で
も
、
退
教
互
の
旅
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
知
ら
な
い
場
所
に
も
連

文
化
財
め
ぐ
り
（
北
関
東
探
訪
）

〜
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
体
感
す
る
旅

れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
阿
智
村
に
あ
る
「
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
」。
ソ
連
の
侵
攻
に
よ
り
、
逃
げ
惑

う
中
で
中
国
人
に
赤
ん
坊
を
預
け
た
り
中
国
人

の
妻
と
な
っ
た
り
、
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
で
次
々

と
亡
く
な
っ
て
い
く
同
胞
の
中
で
生
き
延
び
た

り
し
た
開
拓
団
の
方
々
。
戦
後
、
国
に
先
駆
け

て
帰
国
支
援
事
業
を
行
っ
た
の
が
、
シ
ベ
リ
ア

抑
留
生
活
を
体
験
し
た
長
野
県
の
住
職
・
山
本

慈
昭
さ
ん
で
し
た
。
中
国
残
留
孤
児
の
方
々
の

数
々
の
生
々
し
い
記
録
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
「
谷
川
岳
」。
世
界
で
一
番
遭

難
者
が
多
い
と
ギ
ネ
ス
に
も
載
っ
て
お
り
、
昭

和
三
十
五
年
に
ザ
イ
ル
銃
撃
遺
体
収
容
事
故
が

起
き
た
山
で
す
。
そ
れ
は
私
が
生
ま
れ
る
前
の

こ
と
で
、
同
室
の
大
先
輩
が
「
当
時

は
と
て
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
事

故
だ
っ
た
の
よ
」
と
、
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
回
の
旅
で
一
番
衝
撃
的

だ
っ
た
の
は
、
八
十
代
の
先
輩
方
の

元
気
な
こ
と
元
気
な
こ
と
！
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
六
十
代
な
ん
て
ま
だ
ま

だ
若
輩
。
私
っ
て
若
か
っ
た
ん
だ
と

魔
法
に
か
か
り
ま
し
た
。

優勝者には、令和８年１月に行われる全国大会に
愛知代表として参加していただきます。

〈
大
会
結
果
〉

　

名
人
戦

　
　

優　

勝　
　

倉
橋　

清
豪

　
　

準
優
勝　
　

岩
脇　
　

紳

　

段
位
戦
（
福
）

　
　

優　

勝　
　

花
房　
　

功

　
　

準
優
勝　
　

深
谷　

博
一

　
　

第
三
位　
　

秋
山　

賢
治

　
　
　

〃　
　
　

朝
倉　

基
広

　

段
位
戦
（
寿
）

　
　

優　

勝　
　

柴
田　

康
平

　
　

準
優
勝　
　

新
田　
　

潔

　
　

第
三
位　
　

後
藤　

周
一

　
　
　

〃　
　
　

渡
辺　

芳
朗

　

級
位
戦

　
　

優　

勝　
　

柴
田　

康
平

　
※ 

入
賞
者
数
の
違
い
は
参
加
者
数

の
多
少
に
よ
る

入賞、 おめでとうございます（敬称略）
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退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
1
平
野
清
明
配

偶

者
Ｈ
26
・
1
・
11

Ｈ
9
岩
月
富
子
配

偶

者
Ｒ
2
・
1
・
2

Ｈ
8
竹
中
鈴
子
配

偶

者
Ｒ
4
・
4
・
14

Ｓ
62
藤
田　

正
西

尾

小
Ｒ
5
・
9
・
15

Ｈ
18
山
森
邦
彦
八

幡

中
Ｒ
5
・
12
・
25

Ｈ
5
後
藤　

毅
伊

福

小
Ｒ
6
・
2
・
3

Ｈ
27
林　

和
也
西
成
東
部
中
Ｒ
6
・
4
・
30

Ｈ
9
和
田
俊
男
野

並

小
Ｒ
6
・
5
・
23

Ｈ
13
伊
藤
美
沙
子
佐

屋

小
Ｒ
6
・
6
・
7

Ｈ
19
野
田　

仁
稲
沢
東
小
Ｒ
6
・
7
・
6

Ｈ
4
内
田
綾
子
守
山
東
中
Ｒ
6
・
10
・
2

Ｓ
62
近
藤
田
鶴
子
富

士

小
Ｒ
6
・
10
・
10

Ｈ
9
岩
月
清
次
日

高

小
Ｒ
6
・
11
・
17

Ｈ
11
竹
内
暁
雄
若

水

中
Ｒ
6
・
11
・
18

Ｈ
20
兵
頭
通
子
藤
が
丘
小
Ｒ
6
・
11
・
20

Ｈ
2
遠
山
耕
治
千

郷

小
Ｒ
6
・
11
・
26

Ｓ
59
清
水
弥
生
根

石

小
Ｒ
6
・
12
・
4

Ｈ
5
松
澤
定
好
成

章

小
Ｒ
6
・
12
・
15

Ｈ
7
小
島
行
雄
西
川
端
小
Ｒ
6
・
12
・
25

Ｓ
61
小
池
ト
シ
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
1
・
3

Ｈ
19
後
藤
直
美
法

立

小
Ｒ
7
・
1
・
19

Ｈ
12
大
崎
朱
美
野

間

中
Ｒ
7
・
1
・
26

Ｈ
16
榎
戸
啓
己
平

和

中
Ｒ
7
・
1
・
27

Ｓ
52
金
子
寿
子
天

王

小
Ｒ
7
・
1
・
30

Ｓ
60
竹
中
恵
美
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
3

Ｈ
19
山
田
憲
子
貴

船

小
Ｒ
7
・
2
・
3

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
5
夏
目
幸
雄
小

渡

小
Ｒ
7
・
2
・
6

Ｈ
11
夏
目
芳
浩
協

和

小
Ｒ
7
・
2
・
7

Ｈ
7
牧
村
道
子
若
林
西
小
Ｒ
7
・
2
・
11

Ｈ
10
上
田
廸
子
平
針
北
小
Ｒ
7
・
2
・
16

Ｈ
5
鈴
木
做
起
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
16

Ｓ
62
吉
田
ト
キ
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
18

Ｓ
60
伊
藤
千
恵
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
20

Ｈ
7
小
島
や
よ
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
2
・
20

Ｈ
4
荒
谷
敏
伸
東

陵

中
Ｒ
7
・
2
・
21

Ｈ
14
野
崎
正
子
原

小
Ｒ
7
・
2
・
25

Ｈ
9
田
中　

賢
新

田

小
Ｒ
7
・
2
・
28

Ｈ
5
加
藤
良
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
3
・
1

Ｈ
5
矢
部
武
男
尾
西
第
二
中
Ｒ
7
・
3
・
1

Ｈ
3
奥
田
聰
子
大

和

小
Ｒ
7
・
3
・
2

Ｓ
60
太
田
恭
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
3
・
7

Ｈ
22
水
野
幸
子
春
日
井
知
多
中
Ｒ
7
・
3
・
13

Ｈ
9
佐
々
哲
朗
浅

野

小
Ｒ
7
・
3
・
20

Ｈ
19
粂　

茂
男
祥

南

小
Ｒ
7
・
3
・
22

Ｈ
9
木
村
正
人
御

田

中
Ｒ
7
・
3
・
28

Ｈ
3
酒
井
直
子
吉

浜

小
Ｒ
7
・
3
・
28

Ｈ
2
羽
賀
節
子
幡
山
東
小
Ｒ
7
・
4
・
3

Ｈ
14
岩
瀬
和
也
金

屋

中
Ｒ
7
・
4
・
17

Ｈ
28
佐
々
木
薫
苗

代

小
Ｒ
7
・
4
・
20

Ｈ
21
吉
田
明
子
豊

治

小
Ｒ
7
・
4
・
24

Ｈ
8
竹
中
俊
一
七

宝

小
Ｒ
7
・
4
・
25

Ｈ
4
山
本　

寔
黄

金

中
Ｒ
7
・
4
・
27

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
28
広
瀬
明
美
牧

川

小
Ｒ
7
・
4
・
28

Ｈ
10
柵
木　

守
鶴

城

小
Ｒ
7
・
4
・
29

Ｈ
12
武
田
禮
子
篠

木

小
Ｒ
7
・
5
・
2

Ｈ
11
松
葉
武
男
羽

田

中
Ｒ
7
・
5
・
2

Ｈ
16
櫻
井
茂
法
稲
沢
東
小
Ｒ
7
・
5
・
4

Ｓ
57
見
鳥
清
美
太

子

小
Ｒ
7
・
5
・
6

Ｈ
8
長
谷
川
鈔
江
配

偶

者
Ｒ
7
・
5
・
11

Ｈ
15
安
井　

孝
大

府

小
Ｒ
7
・
5
・
11

Ｓ
62
大
内
弘
子
西

陵

小
Ｒ
7
・
5
・
13

Ｈ
20
鶴
田
政
彦
寿
恵
野
小
Ｒ
7
・
5
・
13

Ｈ
24
加
藤
幸
裕
有

松

中
Ｒ
7
・
5
・
14

Ｈ
14
佐
藤
新
治
則

武

小
Ｒ
7
・
5
・
14

Ｈ
4
彦
坂
末
雄
下

条

小
Ｒ
7
・
5
・
14

Ｈ
23
松
本
文
和
磯

辺

小
Ｒ
7
・
5
・
14

Ｈ
4
吉
川
恒
美
高
蔵
寺
中
Ｒ
7
・
5
・
15

Ｈ
8
大
谷
幸
雄
千

鳥

小
Ｒ
7
・
5
・
16

Ｈ
2
大
内
孝
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
5
・
18

Ｈ
13
斎
藤
紀
之
守
山
西
中
Ｒ
7
・
5
・
20

Ｈ
18
堀
美
和
子
加
木
屋
南
小
Ｒ
7
・
5
・
20

Ｈ
2
大
谷
淳
一
和

地

小
Ｒ
7
・
5
・
26

Ｈ
3
鈴
木　

智
神

沢

中
Ｒ
7
・
5
・
30

Ｈ
2
二
村
光
三
朝

日

小
Ｒ
7
・
6
・
2

Ｈ
1
平
松　

健
嵩

山

小
Ｒ
7
・
6
・
3

Ｈ
12
岡
戸
忠
久
三
ツ
池
小
Ｒ
7
・
6
・
7

Ｈ
9
竹
内
古
壽
豊

浜

中
Ｒ
7
・
6
・
8

Ｈ
5
加
藤　

修
刈
谷
南
中
Ｒ
7
・
6
・
9

Ｈ
10
清
水
淳
吉
矢
作
東
小
Ｒ
7
・
6
・
10

Ｈ
4
奥
平
忠
夫
田

口

中
Ｒ
7
・
6
・
11

Ｈ
6
加
藤　

樞
天

白

中
Ｒ
7
・
6
・
12

Ｈ
13
杉
本
精
宏
古
知
野
南
小
Ｒ
7
・
6
・
15

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
28
小
島
栄
子
中

根

小
Ｒ
7
・
6
・
17

Ｈ
6
渡
辺
信
誓
佐

屋

中
Ｒ
7
・
6
・
17

Ｈ
23
渡
辺
哲
也
配

偶

者
Ｒ
7
・
6
・
17

Ｈ
8
渥
美
守
久
西

浦

小
Ｒ
7
・
6
・
19

Ｈ
9
小
川
禎
一
西

春

中
Ｒ
7
・
6
・
19

Ｓ
49
徳
田
ち
さ
と
奥

小
Ｒ
7
・
6
・
19

Ｈ
23
長
谷
川
修
三
津
島
南
小
Ｒ
7
・
6
・
20

Ｈ
11
大
角
輝
夫
笈

瀬

中
Ｒ
7
・
6
・
24

Ｓ
63
太
田
武
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
6
・
24

Ｓ
59
小
林
よ
志
中

部

小
Ｒ
7
・
6
・
27

Ｈ
5
服
部　

錞
朝

日

小
Ｒ
7
・
6
・
27

Ｈ
3
平
井
昭
雄
豊
川
東
部
小
Ｒ
7
・
7
・
6

Ｈ
8
鈴
木
一
夫
西

浦

小
Ｒ
7
・
7
・
7

Ｈ
3
田
中　

孜
東

郷

小
Ｒ
7
・
7
・
10

Ｈ
1
平
野
冨
貴
代
一

柳

中
Ｒ
7
・
7
・
11

Ｈ
6
若
山　

英
牧
の
原
小
Ｒ
7
・
7
・
13

Ｈ
9
板
倉
圭
吾
刈
谷
南
中
Ｒ
7
・
7
・
14

Ｈ
9
志
水　

勝
千
秋
東
小
Ｒ
7
・
7
・
14

Ｈ
3
鈴
木
艶
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
7
・
16

Ｈ
5
山
口
由
吉
依
佐
美
中
Ｒ
7
・
7
・
18

Ｈ
5
山
村
益
夫
鳴
子
台
中
Ｒ
7
・
7
・
23

Ｈ
14
山
本
廣
子
藤

川

小
Ｒ
7
・
7
・
23

Ｈ
11
西
谷　

典
長
須
賀
小
Ｒ
7
・
7
・
24

Ｈ
27
舟
橋
保
美
配

偶

者
Ｒ
7
・
7
・
24

Ｓ
62
相
武
喜
久
男
南

陵

中
Ｒ
7
・
7
・
30

Ｈ
1
鈴
木
正
彦
根

川

小
Ｒ
7
・
8
・
2

Ｓ
59
安
井
美
代
子
川

中

小
Ｒ
7
・
8
・
2

Ｈ
25
内
田
安
隆
訓

原

中
Ｒ
7
・
8
・
3

Ｈ
20
堀
江
澄
隆
桶
狭
間
小
Ｒ
7
・
8
・
4

Ｈ
22
澤
村
保
雄
陶

原

小
Ｒ
7
・
8
・
7

退
職
年

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

Ｈ
5
樅
山
泰
繁
新

川

小
Ｒ
7
・
8
・
10

Ｈ
16
中
井
正
人
奥

田

小
Ｒ
7
・
8
・
11

Ｓ
47
鈴
木
幸
子
岡

崎

小
Ｒ
7
・
8
・
13

Ｈ
15
丹
羽
正
昭
苗

代

小
Ｒ
7
・
8
・
13

Ｓ
56
萩
原　

均
三

谷

中
Ｒ
7
・
8
・
19

Ｈ
13
井
上　

毅
尾
張
旭
西
中
Ｒ
7
・
8
・
20

Ｓ
57
小
出
和
子
犬
山
北
小
Ｒ
7
・
8
・
22

Ｈ
13
横
井
正
子
上

野

小
Ｒ
7
・
8
・
23

Ｈ
1
鈴
木
千
萬
子
配

偶

者
Ｒ
7
・
8
・
26

Ｓ
62
相
武
千
鶴
子
配

偶

者
（
詳
細
不
明
）

Ｈ
10
堤　

京
子
大

森

小
（
詳
細
不
明
）

Ｈ
9
早
川　

貢
石
ケ
瀬
小
（
詳
細
不
明
）

訃 報

　

次
の
方
々
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
前
号
以
降
八
月
末
ま
で
の
受
付
で
す
。

敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
職
の
訃
報

氏

名
学

校

名
逝
去
年
月
日

梶
原
誠
一
郎
形
原
北
小
Ｒ
7
・
7
・
18

会員番号（２から始まる６桁の数）

2
退教互事務局　

TEL 052-251-5914 / FAX 052-251-5933
退教互ＨＰのＱＲコード

※ 退教互のホームページもぜひご覧下さい。
「 愛知県  退教互 」で検索するか、左の
コードで開いていただく方法が便利です。

～下欄を会員番号や連絡先などの覚えとして
　掲示するなどご活用ください。～
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12月19日（金） 14：00開演　 全席指定 ￥5,000 ⇒ ￥4,500
18：30開演　 全席指定 ￥5,000 ⇒ ￥4,500

［出演］  春風亭昇太　柳家喬太郎　三遊亭白鳥　林家彦いち

12月20日（土） 12：00開演　 全席指定 ￥6,000 ⇒ ￥5,400
17：00開演　 全席指定 ￥6,000 ⇒ ￥4,800

［出演 12:00］  林家木久扇　桂文珍　立川生志　三遊亭兼好　柳亭小痴楽
［出演 17:00］  桂福團治　桂文珍　立川生志　桂吉弥　柳亭小痴楽

岡谷鋼機名古屋公会堂　4階ホール会　　場

岡谷鋼機名古屋公会堂　大ホール会　　場

未就学児童入場不可年齢制限

各10名定　　員

12月20日（土） 11：00開演　 全席指定 ￥3,500 ⇒ ￥3,150
［出演］  三遊亭萬橘　瀧川鯉八　三遊亭わん丈　林家咲太朗

12月21日（日） 11：00開演　 全席指定 ￥3,500 ⇒ ￥3,150
［出演］  玉川太福（浪曲）　一龍斎貞鏡（講談）　立川吉笑　春風亭昇りん

※都合により出演者が変更になる
　場合がございます。
　その場合のチケットの払い戻しは
　致しません。

お支払い方法：クレジットカード、コンビニWEB予約

〈受付期間〉 11月5日㊌10：00～11月20日㊍17：00

https://pitipo.jp 団体PASS：taikyogo

お問い合わせ：チケットぴあ／TEL：052－937－3990
10：00～17：00 （土日祝休み）

※チケットのお申し込みはWEB予約のみ。お電話ではお申し込みいただけません。

事　務　局　日　誌

7

１ 退教互だより第161号発行

10・11 全教互中部ブロック協議会 （愛知）

16 第３回理事会

19 新退職会員連絡会 （西三河）

23 新退職会員連絡会 （東三河）

26 新退職会員連絡会 （尾張・名古屋）

30 新退職会員連絡会 （全域）

8
６ 第31回愛知県教職員囲碁大会

20～22 第54回文化財めぐり

9 ４・５ 全教互職員研修会・全体会

10
４ 海外研修旅行第１回説明会

９・10 全教互役員等研修会
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